書式６号（要領第５条）
協　議　書

品川区長　　　　　　　（以下「甲」という。）と、　　　　　　　　　　

（以下「乙」という。）は、乙が開発行為の許可申請をするにあたり、開発行為に関係のある公共施設、または開発行為により設置する公共施設の管理ならびに土地の帰属について、都市計画法第３２条第３項の規定に基づき下記のとおり協議した。

記

１．開発区域所在地　　　　　　品川区　　　　　　　　　　　　　　　番

２．開発区域の面積　　　　　　　　　　　　．　　㎡

開発関連区域の面積　　　　　　　　　　．　　㎡

３．協議事項　　　　　　　　　別紙図面のとおり

４．協議条件

⑴　本工事は、甲の係員の監督のもとに、乙の費用負担で乙が施工すること。

⑵　乙は本工事の着手に先立ち、甲に対し着工届けを提出し施工計画の打ち合わ

せをすること。

⑶　乙は甲の係員の立会いのもとに境界杭を設置すること。

⑷　乙は本工事の施工にあたって既設公共施設に損害を与えたときは、甲の係員

の指示により、乙において復旧すること。

⑸　本工事の施工に起因して生じた一切の事故、損傷等は乙においてその責任を

負うこと。
⑹　公共施設の管理ならびに土地の帰属に伴う資料を甲の指示により提出するこ

と。
⑺　乙は本工事が竣工したときは、すみやかに工事完了届けを提出し、甲による

工事検査終了後引き継ぎ図書をもって施設を甲に引き継ぐこと。

⑻　前項の引継ぎ工作物の瑕疵にかかる損害は、乙においてその責任を負うこと。

⑼　上記以外の事項については甲の指示によること。

上記協議の証として協議書を作成し、双方記名捺印のうえ各１通を保有する。

　　年　　月　　日

　　　


甲　　
品川区長　　
　　　　　　　
印

　　





乙　　　　

　　　　　　　　　　　　　　




印







